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アップグレード講座参加者 18人
18箇所
80％
70％

廃止発電所の現地踏査

今年度計画の達成度

活動の全体目標に対する
達成度

課題

目標

活動内容と成果

　小水力発電は地域が主体で事業化が可能な安定性の高い再生可能エネル
ギーであるが、北海道では事例も少なく、普及や開発推進のための人材や情
報提供が不足している。

　地域の人材育成に目途も立ち、小水力個別相談会を道内
で地域と連携し推進する。また、小水力のような地域資源を
活用した再エネ事業の必要性をフォーラムを通じた情報発
信により一層の理解促進を目指したい。

　①リージョナル・コーディネーター入門講座、アップグレード講座及び
フィールド研修の開催 ②15か所の廃止発電所の現地踏査 ③北海道小水力
フォーラム2018の開催

　①講座による人材育成は、2ヵ年で24名となり目標水準に到達した。今後
は質の向上と実際の地域での活動内容に力を入れることになる。 ②廃止発
電所の現地踏査は、2ヵ年で30箇所に到達した。今年度で明確になったこと

今後の
展望

リージョナルコーディネーター養成講座

北海道小水力フォーラム2018の登壇者

■苦労した点
　フォーラムでは、劇場公
開で注目されていた映画
上映であるが、主催者の意
図が伝わりにくく、集客が
進まなかった。

■工夫した点
　映画上映は、関係者中
心ではなく、より一般人へ
の再エネ事業の必要性を
訴求する意図であり、一般
人の参加が増加した。

苦労した点と工夫した点

は、発電規模が小さいところが増え事業
性が非常に厳しい点であり、今後は事業
実現性の観点から発電所跡のみではな
く、新設の可能性にも勘案していきたい。 
③フォーラム2018は、当初の計画から変
更して小水力を地域で開発し再生を進め
る映画の上映と関係者のトークセッショ
ンとしたが、目標人数を下回った。


